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②グラフの作成 
（１）グラフ表示のための値の配置換え 
グラフ表示用に①で作成したデータの右横に、地名が「能登」の各市町名を入力し、2015 と 2020

の６５歳未満比率と６５歳以上比率を貼り付けます。 
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（２）棒グラフの挿入 
（１）の作業で貼り付けたセルを選択した状態で Excel の「挿入」タブの縦棒/横棒グラフの挿入

をクリックし、「２-D 縦棒」の一番右「100％積み上げ縦棒」をクリックする。 

グラフが表示されるのでグラフ上でクリックし、表示される  をクリックし、「データの選択」

をクリック。 
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凡例項目の「65 歳未満」をクリックして選択し、赤枠部分をクリックし 65歳以上を上にします。 
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（３）グラフタイトルの追加 
グラフを広げ、グラフタイトルを入力します。凡例はクリックしたまま動かすことができるので、

グラフタイトルの横に移動します。 

 

  

    グラフタイトルが表示されていない場合 

 

 

グラフタイトルが表示されていない

場合は、グラフ上をクリックし、表示

される赤枠部分をクリックし、グラフ

タイトルに☑を入れてください 
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③グラフの見栄えを向上させる 
（１）棒グラフの幅を広げる 
 

棒グラフの上で一度クリックしてから右クリックし「データ要素の書式設定」をクリックすると

書式設定が表示されます。 

系列のオプションの要素の間隔５０％に変更すると棒グラフの横幅が広がります。 
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（２）棒グラフを途中一部省略する 
 
縦軸（棒グラフ左横）部分を一度クリックしてから右クリックすると「軸の書式設定」をクリッ

クすると書式設定が表示されます。 

軸のオプションの「境界値」の最小値を 0.5、最大値を 1.0 に設定し、「単位」の主を 0.1 に設定

します。 

また、表示形式の表示形式コードに[=0.5]"0";G/標準;0%を入力し追加をクリックすると棒グラフ

と軸の表示が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示形式コードについて 

     表示コードに入力した[=0.5]"0"は「0.5 を 0 と置き換える」、0％は「〇〇％で表示す

る」という意味です。 
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グラフの省略部分に波線を引き、グラフは完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    波線の作り方 

 

   Excel の挿入タブの「図形」にある「曲線」をクリックし、曲線を引き 2本コピーする。 

   中央の線の幅を広くし、3 本重ね、中央の枠線を白に変更しグループ化する。 
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（参考）他の地域のグラフや地域別のグラフの作成 
（ア）加賀地域のグラフの作成 
②（１）（11ページ）の手順で、「能登」ではなく「加賀」を集計すると下図のグラフが作成でき

ます。 
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（イ）地域別のグラフ作成 
②（１）（11 ページ）の手順で、「加賀」と「能登」の間に一行挿入し、それぞれの地域の合計（F

列、G列、K 列、L列は比率）を集計し、下記の図のグラフを作成できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


